
リンゴ黒星病の子のう胞子飛散状況

令和８年６月２日

秋田県果樹試験場
◆調査結果

１）横手市平鹿町（果樹試験場）

２）鹿角市花輪（かづの果樹センター）

横手市、鹿角市ともに場内（センター内）予察樹で、平年（2019
～ 2025年の平均）より２日早く、本病の初発が確認されました。

○ 発病葉・発病果は見つけ次第摘み取り、土中埋没などで適切に処分し
ましょう。新梢などの生育が旺盛な場合は、薬液をかかりやすくするた
めに徒長枝を整理し、過繁茂を防ぎましょう

○ 防除は落花 25 日頃以降は２週間間隔を目安に行いましょう。ただし
降雨が続く場合は散布間隔を短くしましょう。
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　リンゴ黒星病の子のう胞子の飛散消長（2026年)

日降水量

捕捉胞子数

場内初発：５月27日

　 （前年 ６月８日）
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リンゴ黒星病の子のう胞子飛散消長 （2026年 ）

日降水量

捕捉胞子数

センター内初発：５月20日

　　　　 （前年 ５月18日）


